
令和８年産「オリーブの新漬け」の販売解禁及び
文化庁「100年フード」認定に伴う知事表敬について

ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ

１ 日 程 令和８年10月５日（月） 16時30分から16時50分まで

２ 場 所 県庁１１階 知事第三応接室

３ 表敬者

ＮＰＯ法人小豆島オリーブ協会 理事長 永井 順也 氏（株式会社オリーブ園）

ＮＰＯ法人小豆島オリーブ協会 副理事長 森本 覚範 氏（東洋オリーブ株式会社）

土庄町 副町長 山本 浩司 氏

小豆島町 副町長 谷本 静香 氏

４ 内 容

１ 令和８年産オリーブの新漬けの紹介

（県オリジナル品種「せとみどり」の新漬けの紹介を含む）

２ 100年フード認定の報告

３ 今後のＰＲ活動について

４ 意見交換

５ 記念撮影

※取材に関するお願い

○ 取材いただける場合は、10月２日(金)17時までに農業生産流通課までご連絡いただきますよう

お願いします。

令和8年産「オリーブ新漬け」の10月10日(土)の販売解禁を前に、NPO法人小豆島
オリーブ協会などの関係者が知事を訪問します。
当日は、今年のオリーブの出来栄えを説明し、新漬けを知事に試食していただきます。

また、今年2月に文化庁の「100年フード」に認定されたことも報告します。

オリーブの新漬け

【参考】

「100年フード」とは、日本の多様な食文化の継承・振興への機運を高めるため、地域で世

代を超えて受け継がれてきた食文化を文化庁が認定する制度です。以下の3つの部門に分かれて

います。

・伝統の100年フード部門 ～江戸時代から続く郷土の料理～

・近代の100年フード部門 ～明治・大正に生み出された食文化～

・未来の100年フード部門 ～目指せ、100年！～

現在、香川県では「伝統」部門で「讃岐うどん」と「小豆島そうめん」、

「未来」部門で「オリーブ新漬け」の計３件が認定を受けています。
100年フード事務局：
「100年フード」とは
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